
八王子市不当要求行為等対策要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、職員が公務を遂行する上で受ける不当要求行為等を未然に防止する

とともに、不当要求行為等に対して市の統一的な対応方針等を定め、適切な対策を講ずる

ことにより、公務の円滑で適正な執行を確保することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この要綱において「不当要求行為等」とは、次に掲げるものをいう。 

⑴ 市が行う許認可等又は請負その他の契約に関し、特定の事業者等又は個人のために

有利な取扱いをするよう要求する行為 

⑵ 公正な契約事務を阻害する示威的行為 

⑶ 人事の公正を害する行為 

⑷ 市が行おうとしている不利益処分に関し、当該不利益処分の被処分者となるべき事

業者等又は個人のために有利な取扱いをするよう要求する行為 

⑸ 暴力行為又は脅迫行為 

⑹ 威圧的な言動により職員に嫌悪の念を抱かせる行為 

⑺ 正当な理由なく面会を強要する行為 

⑻ 正当な権利行使を仮装し、又は社会常識を逸脱した手段により金銭又は権利を不当

に要求する行為 

⑼ 前各号に掲げるもののほか、庁舎等の保全若しくは庁舎等における秩序の維持又は

公務の執行に支障を生じさせる行為 

（対策本部） 

第３条 不当要求行為等の対策を総括するために、八王子市不当要求行為等対策本部（以

下｢対策本部｣という。）を置く。 

２ 対策本部は、副市長並びに市長公室長、総合経営部長、市民活動推進部長、総務部

長、財政部長、生活安全部長、都市計画部長及び不当要求行為等に関連する部長をもって

構成する。 

３ 対策本部に、本部長及び副本部長を置き、本部長は総務部に関する事務を分担する副

市長を、副本部長はその他の副市長をもって充てる。 

４ 本部長は会務を総理し、副本部長は本部長を補佐し、本部長に事故があるときはその

職務を代理する。 

５ 本部長は、必要に応じて対策本部会議を招集する。 

６ 本部長は、対策本部会議の招集に当たり必要があると認めるときは、構成員以外の者

の出席を求めることができる。 

７ 本部長は、必要に応じて弁護士その他の専門家に対し対策本部会議への出席を依頼す

ることができる。 

８ 本部長は、必要に応じて弁護士その他の専門家に対し不当要求行為等について意見を

聴取し、又は助言を求めることができる。 

９ 対策本部の事務は、総務部職員課において処理する。 

（対策本部の所掌事務） 



第４条 対策本部の所掌事務は、次のとおりとする。 

⑴ 不当要求行為等に関する情報交換及び連絡調整に関すること。 

⑵ 不当要求行為等に対する対応方針の協議検討に関すること。 

⑶ 前２号に掲げるもののほか、対策本部が必要と認めること。 

（対策委員会） 

第５条 不当要求行為等があった場合、本部長は、対策本部に対策委員会を置くことがで

きる。 

２ 対策委員会は、当該不当要求行為等に対し適切かつ迅速な対策を講じる。 

３ 対策委員会の委員（委員長の任命を含む。）は、本部長が任命する。 

４ 対策委員会は、必要に応じて対策の経過及び結果を対策本部に報告する。 

５ 対策委員会は、必要に応じて委員長が招集する。 

６ 対策委員会は、必要に応じて弁護士その他の専門家に対し対策委員会への出席を依頼

することができる。 

７ 対策委員会は、必要に応じて弁護士その他の専門家に対し不当要求行為等について意

見を聴取し、又は助言を求めることができる。 

８ 対策委員会に関する事務は、当該不当要求行為等と密接に関連する所管課において処

理する。 

（職員の責務） 

第６条 職員は不当要求行為等による一切の要求に応じてはならない。 

２ 職員は、職場において不当要求行為等が発生し、又はそのおそれがあると認めるとき

は、直ちに課長及び部長に報告しなければならない。 

３ 前項の報告を受けた課長及び部長は、当該不当要求行為等の程度に応じて、庁舎から

の退去命令、警察署への通報その他必要な措置を講じなければならない｡ 

４ 第２項の報告を受けた部長は、必要に応じ、総務部長に支援を求めるとともに、事件

の概要等について対策本部会議に報告しなければならない。 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、不当要求行為等の対策について必要な事項は、市

長が別に定める。 

 

 附 則 

この要綱は、平成１８年１月４日から施行する。 

 附 則 

この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２５年８月２６日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和６年７月１６日から施行する。 

 


